
平成１８年度の継続審議を受け再提出された１９件の候補物件平成１９年度に新たに提出された１３件の候補物件

『
阿
蘇
―
火
山
と
の
共
生
と
そ
の
文
化
的
景
観
』

　
先
月
号
で
は
、
提
案
書
『
阿
蘇
―
火
山
と
の
共
生
と
そ
の

文
化
的
景
観
』
に
お
け
る
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
概
要
を
説
明

し
ま
し
た
。
連
載
の
最
終
回
と
な
る
今
回
は
、
登
録
へ
の
前

段
と
な
る
「
暫
定
リ
ス
ト
」
入
り
を
目
指
し
て
い
る
各
地
域

の
推
進
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

各
地
が
誇
る
地
域
の
遺
産

　
従
来
は
文
化
庁
や
環
境
省
な
ど
が
「
暫
定
リ
ス
ト
」
に
掲

載
す
る
候
補
地
の
選
定
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
暫
定
リ
ス

ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
物
件
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
と
、
登

録
を
目
指
す
過
程
で
地
域
で
の
総
合
的
な
文
化
財
保
護
の
取

り
組
み
が
格
段
に
充
実
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
成
18
年
度

よ
り
自
治
体
か
ら
の
公
募
制
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
年
度
の
公
募
で
は
24
件
が
提
案
さ
れ
、
『
富
士
山
』
や

『
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
』
な
ど
４
件
が

暫
定
リ
ス
ト
入
り
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
20
件
は

継
続
審
議
と
な
り
、
課
題
を
整
理
し
、
主
題
や
構
成
資
産
を

見
直
し
た
上
で
再
提
出
が
指
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
は
、
前
年
の
継
続
審
議
物
件
の
中
で
、
他
県

と
の
統
合
も
あ
り
19
件
が
再
提
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
阿
蘇
を
は
じ
め
13
件
が
提
案
書
を
提
出
し
、
暫
定
リ

ス
ト
入
り
を
目
指
し
て
い
る
物
件
は
最
終
的
に
32
件
と
な
り

ま
し
た
。

　
様
々
な
分
野
に
お
よ
ぶ
各
物
件
に
は
、
地
域
を
代
表
す
る

有
名
な
国
宝
や
重
要
文
化
財
が
名
を
連
ね
、
ま
さ
に
日
本
が

世
界
に
誇
る
べ
き
遺
産
の
結
集
で
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　
現
在
、
全
国
各
地
に
お
い
て
、
地
方
自
治
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

の
市
民
団
体
を
主
体
に
世
界
遺
産
の
登
録
を
目
指
す
運
動
が
活

発
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
「
大
き
な
夢
」

の
実
現
に
向
け
て
様
々
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
熊
本
県
で
は
阿
蘇
郡
市
の
ほ
か
、
天
草

市
、
苓
北
町
・
宇
城
市
・
荒
尾
市
が
世
界
文
化
遺
産
の
登
録

推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
推
進
活
動

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
天
草
の
宝
を
世
界
遺
産
に
」

　
暫
定
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
た
長
崎
県
と
関
係
市
町
は
、
世

界
文
化
遺
産
登
録
の
推
薦
に
向
け
、
急
ピ
ッ
チ
で
条
件
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
検
討
課
題
の
中
で
「
隣
接
県
の
事

例
を
資
産
構
成
に
含
め
る
検
討
が
必
要
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た

こ
と
に
伴
い
、
い
ち
早
く
天
草
が
名
乗
り
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
は
「
伝
来
」
、
「
繁
栄
」
、
「
弾

圧
」
、
「
潜
伏
」
、
「
復
活
」
の
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
重
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
天
草
に
も
そ
れ
ぞ
れ
に
深
い
関
わ
り
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
長
崎
と
共
に
登
録
さ
れ
る
可
能
性
は
十
分

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
構
成
資
産
と
し
て
は
、
西
洋
の
建
築
技
法
と
日
本
の

技
術
を
巧
み
に
融
合
さ
せ
た
教
会
と
そ
の
周
辺
の
集
落
や
自

然
と
が
一
体
に
な
っ
た
「
大
江
教
会
と
農
村
・
﨑
津
教
会
と

漁
村
の
景
観
」
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
天

草
市
で
は
世
界
遺
産
登
録
推
進
室
を
設
置
し
、
こ
れ
ら
の
地

域
の
重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
に
向
け
た
組
織
的
な
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
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最上川の文化的景観

（山形）

飛騨高山の町並みと祭礼の場

（岐阜）

近世高岡の文化遺産群

（富山）

城下町金沢の文化遺産群と文化的景観

（石川）

霊峰白山と山麓の文化的景観

（石川・福井・岐阜）

若峡の社寺建造物群と文化的景観

（福井）

錦帯橋と岩国の町割

（山口）

荻

（山口）

宗像・沖ノ島と関連遺産群

（福岡）

九州・山口の近代化産業遺産群

（山口・福岡・佐賀・長崎・熊本・鹿児島）

北海道・北東北の縄文遺跡群

（北海道・青森・秋田・岩手）

金と銀の島、佐渡

（新潟）

善光寺と門前町

（長野）

松本城

（長野）

妻籠宿・馬籠宿と中山道

（長野・岐阜）

三徳山

（鳥取）

四国八十八箇所霊場と遍路道

（徳島・香川・愛媛・高知）

宇佐・国東

（大分）

竹富島・波照間島の文化的景観

（沖縄）

北海道東部の窪みで残る大規模竪穴住居跡群

（北海道）

松島

（宮城）

足尾銅山

（栃木）

足利学校と足利氏の遺産

（栃木）

水戸藩の学問・教育遺産群

（茨城）

埼玉古墳群

（埼玉）

立山・黒部

（富山）

日本製糸業近代化遺産

（長野）

天橋立

（京都）

百舌鳥・古市古墳群

（大阪）

近世岡山の文化・土木遺産群

（岡山）

山口に花開いた大内文化の遺産

（山口）

阿蘇

（熊本）

↓

↓



　
さ
ら
に
構
成
資
産
の
対
象
と
な
る
地
区
の
区
長
会
と
地
区

振
興
会
を
中
心
に
「
﨑
津
・
今
富
地
区
の
世
界
遺
産
を
目
指

す
会
」
が
今
年
の
６
月
に
結
成
さ
れ
、
今
後
の
市
民
レ
ベ
ル

で
の
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
』
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
長
崎
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
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日
本
の
近
代
化
の
先
駆
け
　

　
幕
末
に
お
け
る
西
洋
技
術
の
導
入
以
降
、
日
本
は
非
西
洋

地
域
で
初
め
て
近
代
化
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
な
お
か
つ
約

50
年
と
い
う
極
め
て
短
期
間
の
う
ち
に
飛
躍
的
な
発
展
を
遂

げ
て
い
ま
す
。
そ
の
発
展
の
過
程
に
お
い
て
、
大
き
な
原
動

力
と
な
っ
た
九
州
・
山
口
地
域
の
製
鉄
・
造
船
・
石
炭
・
紡

績
な
ど
各
地
の
産
業
遺
産
群
が
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
18
年
度
に
九
州
、
山
口
の
６
県
11

市
の
共
同
提
案
と
し
て
『
九
州
・
山
口
の
近
代
化
遺
産
群
―

非
西
洋
世
界
に
お
け
る
近
代
化
の
先
駆
け
』
が
提
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
22
の
構
成
資
産
の
う
ち
熊
本
県
の
関
係
遺
産
と
し
て
は
、

荒
尾
市
の「
三
井
石
炭
鉱
業
株
式
会
社
三
池
炭
鉱
旧
万
田
坑
」

と
宇
城
市
の
「
三
角
旧
港
施
設
（
三
角
西
港
）
」
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
は
、
両

市
の
取
り
組
み
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

鹿
児
島
県
「
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
」
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炭
鉱
の
ま
ち
荒
尾
の
第
二
の
ス
タ
ー
ト

　
万
田
坑
が
国
の
重
要
文
化
財
及
び
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
炭
鉱
と
し
て
の
ま
ち
の
歴
史
や
風
景
を
地
域
と

と
も
に
後
世
に
残
す
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
大
牟
田
・
荒
尾

炭
鉱
の
ま
ち
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
が
設
立
さ
れ
、
三
池
炭
鉱
の

情
報
発
信
や
炭
鉱
関
連
施
設
の
保
存
と
継
承
に
努
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
万
田
坑
の
魅
力
を
伝
え
、
全
国
に
発
信
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
『
三
井
三
池
炭
鉱
万
田
坑
フ
ァ
ン
倶

楽
部
』
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
倶
楽
部
の
主
な
活
動

は
、
万
田
坑
を
視
察
・
見
学
さ
れ
る
方
々
に
対
し
て
の
現
地

ガ
イ
ド
や
、
敷
地
内
の
草
刈
り
、
坑
内
に
残
る
機
械
類
の
保

守
整
備
及
び
炭
鉱
に
関
す
る
資
料
の
収
集
な
ど
で
す
。
近
年

で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
大
牟
田
・
荒
尾
炭
鉱
の
ま
ち
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
」
と
協
動
で
写
真
撮
影
会
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
行
い
、

文
化
財
と
い
う
枠
を
超
え
た
様
々
な
活
用
イ
ベ
ン
ト
が
展
開

さ
れ
、
保
存
活
用
の
面
か
ら
世
界
遺
産
登
録
推
進
を
後
押
し

し
て
い
ま
す
。

近
代
化
を
支
え
た
港
　
三
角
西
港

　
三
角
地
区
で
は
、
昭
和
58
年
か
ら
郷
土
史
家
や
町
お
こ
し

グ
ル
ー
プ
な
ど
に
よ
る
有
志
一
同
が
、
三
角
西
港
を
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
を
目
標
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
調
査

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
地
道
な
活
動
の
成
果
は
、
昭
和

62
年
の
開
港
100
周
年
を
契
機
に
、
旧
三
角
町
が
一
帯
の
景
観

保
全
整
備
に
着
手
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
近
代
化

遺
産
と
し
て
の
学
術
調
査
が
実
施
さ
れ
、
文
化
財
と
し
て
の

評
価
が
高
ま
る
と
共
に
、
平
成
11
年
に
は
、
『
三
角
西
港
の

文
化
・
文
学
を
考
え
る
会
』
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
様
々
な

活
動
は
、
平
成
14
年
に
国
の
重
要
文
化
財
指
定
と
い
う
大
き

な
成
果
を
も
た
ら
せ
ま
し
た
。
現
在
は
、
世
界
遺
産
登
録
に

向
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
「
三
角
西
港
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
」
の
立
上
げ
な
ど
周
知
啓
発
面
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

世
界
の
阿
蘇
へ
　
世
界
か
ら
未
来
へ

　
今
回
紹
介
し
た
地
域
の
よ
う
に
先
ず
は
地
域
の
誇
り
と
し

て
、
着
実
に
一
歩
一
歩
進
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
後
、
熊

本
県
と
阿
蘇
郡
市
を
あ
げ
て
推
進
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
が
、
地
域
の
盛
り
上
が
り
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
の

で
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の
支
援
団
体
の
立
ち
上
が
り
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
世
界
遺
産
の
持
つ
ブ
ラ
ン
ド
的
な
効
果
か
ら
か
、

全
国
各
地
で
推
進
の
動
き
が
あ
り
、
一
種
の
世
界
遺
産
ブ
ー

ム
を
巻
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
実
際
、
観
光
面
を
中
心
に
多

大
な
効
果
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
来
、

世
界
遺
産
と
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
貴
重

な
遺
産
を
、
世
界
的
見
地
か
ら
守
っ
て
行
こ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

　
「
阿
蘇
」
が
世
界
遺
産
に
な
れ
ば
、
周
囲
の
景
観
を
含
め

て
国
・
県
・
市
が
協
力
し
て
手
厚
く
保
護
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
、
そ
の
結
果
、
私
た
ち
が
守
り
育
て
て
き
た
「
阿
蘇
」

を
、
い
い
状
態
で
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
名
実
と
も
に
世
界
の
「
阿
蘇
」
と
な
り
、
地
域
の

魅
力
も
高
ま
り
、
阿
蘇
に
暮
ら
す
人
々
は
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
熊
本
県
民
の
誇
り
と
愛
着
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
く
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
目
の
前
に
広
が
る
こ
の
壮
大

な
文
化
的
景
観
を
世
界
へ
、
そ
し
て
未
来
へ
伝
え
る
た
め
に
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
提
案
書
『
阿
蘇-

火
山
と
の
共
生
と
そ
の
文
化
的
景
観
』

　
の
内
容
は
左
記
の
ア
ド
レ
ス
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

熊
本
県
教
育
庁
文
化
課
「
く
ま
も
と
の
文
化
」
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お
問
い
合
わ
せ
や
ご
意
見
な
ど
は

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
　
世
界
遺
産
担
当
ま
で
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